



















































であらわす。その時、各元 kニ (ko，k1γ ・)ε X2に対して、ファミリーの区間写像:
を次で定める。まず、
{hm(x) }m=O，lぃ， hm: [0，1] -→ [0，1] 
J f(x) i = 0， 
ぬ(x)= < 
Ig(x) i = 1. 
とおく。その時、 hkを次で、定める:
hm(x)三dkm0 dkm-1 0・ odko(x). 
hm は(k，f，g)で定まることに注意したい。
今、
π: [0，1]→ {O，l} 
を、 π([0，~))三 O、 π((~ ， 1])三1とおく。この時、各 Zε[0，1]についてπとがを合
成することで a.e.xに対して別のX2の元:
π((h1(x)， h1(x)，・・・))三 (πohO(x)，πo h1(x)，・・・)E X2 
を得る。則ち、 (x，j， g)を固定すると、 k ε X2に対して、別の元
π((h1(x)，h1(x)，・)ε X2が定まった。これにより、次の写像:
φ(x，j，g):X2→ X2 





を考えてみよう o これにより、二つのパラメーターが現れたことになる o Oscillation 
{f九(x)}η=0，1，.・-の η と、上の tである。 φ(x)という写像は、 fやgのすべての ηにつ
いての値 {f(x)，gn(x)}がある程度分からないと定まらない。、ある程度'といったの
は、その πによる像が分かっていれば良いので、いってみれば、それらの間の相互作







きをいう。 R(j，g) C [0，1]で正則な点全体をあらわす。この時、






Theorem 2.1 (K3) There isαfαmily {j，g，α?β}， jour mα，ps on the interval so 
thαt the corγesponding G is isomorphic to the so-cαled lαmplighter group， the semi 







n = Un¥Uη+1 - Uη-1J dt ~ICI -Il.， ~/"T~ ~/"-..l l 
を扱う。これは生物どうしの補食の関係を記述したものである。これを離散化、さら
には超離散化することで、次の LotkaVolterra cel automaton: 
り;+1-uL=max(0?りし1-Lo) -max(O， V~~ll - Lo) 
を得ることができ、この解はソリトンを持つことが知られている。
さて上では、 π:[0，1]→ {0，1}を用いたが、もう少し細かく、 πL : [0，1]→ 
{0 ， 1 ，・・ •，L -1}を全く同様に定めることができる o また、 XL= {(α0，α1γ・):向巴
{0，1ぃ .，L-1}}と置くことで、片側符号力学系のアルファベットの数を増やして
おく o
これにより、写像の有限個のファミリー {!i}iから次の interactionmap: 
φ(♂，{jdi) : XL → XL 
を同様に得ることができる。この時、その繰り返し:




Theorem 2.2 (K3) There isαfαmily {ji h so thαt the corresponding iteration 
{φ(x， {fih)t(長)h=O，l，… give solutions oJ the LotkαVolte作 αcelαutomαton.











j， 9 : [0，1]→[0，1]とし、 φ(x): X2→X2を相互作用写像とする。今、ファミリー
の相互作用写像を





Definition 2.1 The interaction entropy is given by the topological entoropy: 
ht(J， g)= ht(φ). 
j，9 二つの写像から作られる相互作用写像争(x)について、争(x)(長)
= (kふkiγ ・・)とおくと、叫が (ko，・.，ki)で決まってしまうことから、単独の相互
作用写像の位相的エントロビーん(φ(x))は自明になることが分かっている。一方で、















Space form problem 






























V = {(h，xj) : 0三t三k，O三j三l}(the set of vertices)， 
(ん，k(久j，Xh))
E = {ei，j，k : (ムXh) → (fk，Xv):} (the制 ofedges). 
Definition 3.1 An inter，αction gr，α.ph isαmarked oriented grlα.ph，ωhere the set 01 
vertices Vαnd edges E αre givenαsαbove. We denote it by: 
G ( {fi} f;{x j };; {長(i，j，勾)};:?23=l)
このようにして、写像、点、そして符号列のファミリーから相互作用のグラフXoが
与えられた。さて次にこれらのファミリーから相互作用のグラフの無限列を与えよう。






















V上の自己同型写像Aが{(巧，Ji) }~1 について (stable)α1gebraíc Mαrkov partition 
を与えるとは、各 tについてある jがあって、
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